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講師プロフィール

加美 公聴（かみ ただあき）

ファイナンシャルプランナー
相続診断士
財務コンサルタント

■ サクシードプランニング 代表

■ 総合金融仲介業 株式会社バリューエージェント 所属

■ 個人のライフプランニングや法人のカンパニープランニングを
得意とし、財務診断を元に売上UPに繋がるロトト会計や相続診断や
住宅ローンの借り換えを提供することで個人や法人をサポート。

■ 「社長の可処分所得をトコトン増やす60連発」、「未来を明るく
照らすロトト会計」、「億越えの節税！円満相続」、
「９割の社長が知らない決算期末対策」等のセミナー講師として
一般法人や医療法人だけでなく各種士業、営業マン向けにも
情報提供会なども行っている。

■ 専門用語を極力使わずにわかりやすく長く続けられるノウハウを提供
することをモットーに、昔ながらの常識や固定観念にとらわれず、
顧客利益の最大化を全力で支援。
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老後の不安 = 情報不足

＜老後２０００万問題＞
国の金融のトップが老後に２０００万円足りなくなると
発言し問題に。

本日は
ファイナンシャルプランナーとして

「お金の不安」の解消のお手伝い

2



老後問題といっても幅広いので本日は以下の点に

ついて考えてみましょう

① 介護① 介護

② 年金
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老人ホームの種類

民間 公的
施設 施設

・入居が柔軟
・サービスが充実
・費用は高め

・入居待ちが多い
・要介護度が高め
・費用は安い
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介護付き有料老人ホーム （介護付き）

住宅型有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅 （サ高住）

グループホーム
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ケアハウス

特別養護老人ホーム （特養）

介護老人保健施設 （老健）

介護医療院（介護療養型医療施設）
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受け入れ対象は広い
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要介護度が高くないと入居待ちも
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認知症 ⇒ グループホームが専門的に受付
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個人 集団

個室生活 ユニット生活個室生活

・介護付き
・住宅型
・サ高住

ユニット生活

・グループホーム
・特養
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家事など自分でできることは分担することで

介護度の進行を防ぐ

認知症の方 ５～９名のユニットで共同生活

施設のある市区町村に住民票があることが条件

12



その方の

介護度、予算、タイミング、居住地
などによって様々な選択肢があり

事前に情報収集をしておくと安心事前に情報収集をしておくと安心
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＜介護の平均費用＞

介護費用総額 ７８７万円

初期費用 ９８万円

月額費用 １３万円

＜支出以外に収入に関する情報＞

介護に伴い働き方が変化したと答えた人の３割が

介護離職をしたと回答

15



＜介護の平均期間＞
約４年（４８か月）

＜介護方法別費用＞
①入居施設利用 １１６４万円 × ４８（か月） = ２４万円/月①入居施設利用 １１６４万円 × ４８（か月） = ２４万円/月

②同居介護（在宅） ６６５万円 × ４３（か月） = １５万円/月

③別居介護（在宅） ４１５万円 × ３７（か月） = １１万円/月

※初期費用もあるので単純な月額ではない
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図4 介護付き有料老人ホーム
図5 介護付き有料老人ホーム

図6 サービス付き高齢者向け住宅 図7 グループホーム
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施設はどうやって選ぶ？

HP、資料請求、チラシ、パンフレット、口コミ、紹介

有料老人ホームは営利企業である株式会社も多く

利用者間との契約トラブルも少なくない
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近年では少子高齢化に伴い、老人ホームの需要の

多さから有料老人ホームの急増

↓
競争も激化

利益のために「誇大広告」や「虚偽広告」も…

公正取引委員会 → 表示関連規定が示された

19



1. 土地又は建物についての表示

2. 施設又は設備についての表示

3. 居室の利用についての表示

4. 医療機関との協力関係についての表示

介護サービスについての表示5. 介護サービスについての表示

6. 介護職員等の数についての表示

7. 管理費等についての表示

以上の項目に関してはトラブルになりやすいので

注意して検討したい
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子や孫が費用を出してくれるでしょうか？

それぞれの家庭に生活があり、１０万円単位の費用を

期待することなどできません。期待することなどできません。

「本人」もしくは「夫婦」で解決するしかありません。
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ライフプランニングとは

＜人生の３大資金＞

住宅 教育 老後

について、お金の収支計画を立てること
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生活費
支出

介護、認知症
支出

大きな病気大きな病気
支出 住宅の修繕

支出

子や孫への金銭的支援
支出 多くの支出があるけれど

自分で何とかしなくては…
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何歳まで働けるかわからない中で大切な収入源

年金年金

預金
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ライフプランニングで老後の生活資金の総額を想定

↓
もらえるであろう「年金」や「退職金」を想定

支出

収入

足りる？ 足りない？
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年金定期便で確認可能

通常 １年間１回 はがきで届く

３５歳、４５歳、５９歳の節目の年には封書で詳細の

定期便が届く定期便が届く

今回は年金計算を詳しく行う時間がないため

概要だけご説明します。
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いくらもらえるかはその人の収入額によって異なる

大まかな年金のルール

20歳～60歳まで40年間納めて
60歳～80歳（平均余命）まで受け取れる60歳～80歳（平均余命）まで受け取れる

年金の仕組み計算上、支払った分がもらえるように。
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４０年間働き納めた保険料総額

２０年で受け取る年金総額
長生きすれば多く受け取れる
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●老齢基礎年金 = 6,5000/月（満額支給）

●厚生年金 月額給与の約18％（2割）
↓
20歳 月給20万20歳 月給20万
50歳 月給40万 平均30万として

生涯の月給平均（30万） × 40％ = 12万円/月

★老齢基礎年金と厚生年金を足すと 18,5000/月
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あるモデルケース

夫 65歳
妻 60歳 無職世帯（年金収入のみ）

年金収入だけでは生活費が5,5万円/月 赤字になる

20年生きたら
5，5万円 × 12（か月） × 20（年） = 1320万円の赤字
30年生きたら
5，5万円 × 12（か月） × 20（年） = 1980万円の赤字
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人生で老後資金の預金のチャンスは人生３大資金の
「教育」が終わって「老後」までの期間！

住宅 教育 老後

例）５５歳で教育が終了し７０歳まで働いた場合
※2021年より高年齢者雇用安定法
↓
１５年間 貯金の最後のチャンス（１８０か月）

このチャンスを逃す手はない！
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①自動化
貯金の基本 貯めるという意思

②長期運用
運用期間中は増えることもあれば、減ることもある
長期間保有していればほとんどのケースで増える長期間保有していればほとんどのケースで増える
長期の福利効果で更に増える

③制度の活用
「積立NISA」や「iDeCo」を積極的に活用

身近なファイナンシャルプランナーに相談を
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資産運用に最適な制度
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①老後の不安 = 情報不足

②情報を正しく知って賢く備える

③家族での情報の共有（お金の話をする）
今日一番お伝えをしたかったこと
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少子高齢化や核家族化が進み、世代間の

コミュニケーションが希薄に

↓
親の急な介護（相続）

↓↓
親の口座もわからない… 収入は？

これでは冷静に介護計画を立てることができない。

施設選びなど誤った判断で大きな損害も
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まずは親子の問題であることを共通認識し

話し合うことからはじめませんか？

面倒をみてもらうなら…
遠くに住む長男か？遠くに住む長男か？

近くに住む次男か？ など

考えたくない問題ほど後回しにしがち

機会を作らなければはじまらない
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なんとかなる、誰かが、国が助けてくれるだろう
↓
大切な家族を巻き込み、不幸にしてしまうかも

国や支援機関は毎日「大丈夫ですか？」と
訪問はしてくれません。

介護で困った場合は「地域包括支援センター」へ相談を
↓
情報がまとまっていると受けたいサービスが早く受けられる
かも
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まずご自身、家族のライフプランを知る

家族との情報共有

コミュニケーションの機会につながり

みなさんの「不安」が「安心」に変わることを願って

想いが伝わる
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年金や積立てNISA、iDeCoだけでなく、
ライフプランニング全般、お金の相談などお気軽に

ご相談ください。

＜お問合せ先＞＜お問合せ先＞

サクシードプランニング

加美 公聴（カミ タダアキ）

携帯：０９０－４６３０－４０２２

週末でも受け付けております。
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